
　　　役員（理事・監事）等の権限、義務、責任の明確化と評議員会の設置の義務付けによる役員等

　　　を牽制監督する仕組みの導入、また、会計監査人制度導入など、より良いカバナンスの強化を

　　　図り、その情報を広く公表し透明性を強化することで、地域に開かれた法人、施設となるよう目

　　　指していきます。

　　　　特養光湖苑に於いては、平成２７年度介護報酬の減額改定の影響があり、前年度実績は減

　　　収となることが予想される。また、特養入所要件の変更（要介護３以上の入所）の影響から入所

　　　希望待機者が全国的に激減して特養事業の先行きは大変厳しい状況にあるが、利用者ニーズ

　　　を的確にとらえて入所用ベッドに空きが出ないよう必要な措置を講じていきます。また、居宅サー

　　　ビス事業では、要支援者等を対象とした日常生活支援事業の利用者が少ないため、要支援者等

　　　へ広く周知し、介護予防支援を図ります。

　　　　ひまわり授産所に於いては、昨年度と変わらず定員を超えての利用が見られるが、就労支援

　　　事業の請負事業、自主製品販売事業が堅調にもかかわらず利用者の移動が見られるため、利

　　　　法人の適正な運営管理を行ううえで重要な事項の審議を行い、それを決議し、法人及び施設

　　　運営を健全かつ円滑に実施するため下記の会議を行っていきます。

平成２９年度　社会福祉法人　南浜名湖会　事業計画
１．（法人の運営）

　　　　平成２９年度より社会福祉法改革として改正社会福祉法が施行され、高い公益性を備えた社

　　　会福祉法人の役割を地域福祉の中核的な担い手として、多様化・複雑化する福祉ニーズに対し、

　　　効率的、効果的な経営を求められることとなった。今回の改正では、社会福祉法人の経営組織が

　　　ガバナンス（統治）を十分に果たせる仕組みとなっていないことが主な改正の趣旨であるため、

　　　　　・　定例会　（　５月　　　８月　　　１１月　　　３月　）

　　　　　・　その他随時開催　（法人運営管理上、重要な議題がある場合）

　　　〇評議員選任・解任委員会

　　　　　・　評議員の選任、解任等の必要が生じた場合又は、提案等があった場合

３．（法人借入金等の返済計画）

　①　平成12年度デイサービスセンター創設工事に伴い、福祉医療機構より44,600千円の借入

　　れを行った。その償還元利金が29年度には2,380千円の予定があり、返済資金は、国・県補

　　助金695千円、湖西市補助金1,215千円、法人負担470千円をもってこれに充てる。

　②　平成17年度ひまわり授産所創設工事に伴い、福祉医療機構より25,000千円の借入れを行

　　った。その償還元利金が28年度には1,932千円の予定があり、返済資金は、国・県補助金

　　962千円、法人負担金970千円をもってこれに充てる。

　　　〇　評議員会

　　　　　・　定時評議員会　（６月決算認定）　

　　　　　・　その他随時開催　（定款変更・役員改選など、定款に定める決議事項が議題となる場合）　

　　　〇　理事会

　　　用者ニーズの選択肢を広げるため、事業所の拡大を予定どおり、新所原駅前で飲食事業を４月

　　　から実施していきます。また、利用者が企業等に就職できるよう、就労支援に積極的に取り組

　　　んでいきます。

　　　　そして地域福祉の基盤整備として、軽度要介護者の入所施設（介護型、住宅型等有料老人ホ

　　　－ム）及び障害者グループホームの整備に取り組んでいきます。

２．（会　　議）
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平成２９年度　特別養護老人ホーム光湖苑　　事業計画
（　事業開始及び完了年月日　　　　平成29年4月1日から平成30年3月31日　）

◎　入　所　定　員　　　　　　　　　　　５０人
◎　職　員　の　状　況　 　（　ショートステイ２０床への処遇人員も含む　）　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

区分
施
設
長

事
務
員

介
支
専
門
員

生
活
相
談
員

介
護
職
員

　　施設の健全な運営に努め、利用者の人間性を尊重し、明るく楽しい施設にし、安心して生活できるよう
　努める。12年度より導入された介護保険制度に基づき、介護サービス計画（ケアプラン）の実施に努める

3 2 1 2 1

2 1

　③　高齢に伴う褥瘡やADLの低下などの防止、またはそのための知識、技術の向上、学習に努める。　

1 6 2 20

3
◎　基　本　方　針

　また、地域の福祉の拠点として在宅サービスを供給し、在宅介護の支援を図ることに連動して、施設内
　での処遇を活性化させる。

◎　利用者の処遇
　①　生　活　相　談
　　　利用者の基本的人権を尊重し、温かい愛情のもとに別け隔てなくこれに接し、心身の健康保持と機
　　能の回復に努める。
　②　給　　　食（業務委託）
　　　給食については、熱量及びタンパク質、脂肪等の栄養値に留意し、利用者の身体状況に応じ考慮
　　する。また、楽しい雰囲気の中で食事が出来るようにできるだけ食堂において行う。厨房については、
　　衛生面に特に配慮し不潔にならないように努め、委託業者との連携を図り提供していく。

　①　施設内の美化と利用者の身辺の整理整頓に努め、特に換気通風に注意を注ぐ。
　②　寝具は常に清潔にし、寝間着、下着類についても洗濯に努め清潔なものを用いるよう心がける。

◎　家族との連携
　①　家族との連携を密にし、信頼関係及び協力関係をくずさないよう、より良い処遇を実施していく。
　②　面会や行事参加、一時帰省について積極的に働きかけ実施していく。

◎　防　災　計　画
　①　防災訓練は月１回とし、夜間火災、昼間火災、地震想定による避難誘導、救出訓練を行い、職員、
　　入所者の防災に対しての知識をひろめ災害の防止と有事への対応が適切に行なえるような体制を
　　確保する。

◎　環境の整備

◎　余暇行事活動
　①　施設生活の充実を図ることを目的として、季節感、ふれあい感のあるものを実施する。
　②　入所者の要望等を取り入れた行事内容をできるだけ設定していく。
　③　音楽、書道、運動クラブ他の常時実施、盆踊り、敬老会、光湖苑まつり、クリスマス会については実
　　行委員会方式を導入して実施する。

◎　健　康　管　理　
　①　日常における健康保持、機能の維持を図り適切な看護、早期の異常発見に努める。
　②　入所者個人の疾病等、治療方針を常に全ての職員が把握し、適切な対応がとれるよう配慮する。　

◎　職　員　研　修
　①　現状維持ではなく、さらに高い水準の知識と技術の向上が求められており、施設外研修はもとより
　　施設内研修の充実を図る。



日

4:30

おむつ交換・排泄介助
6:30

起床・洗面・着替え介助・食堂移動
7:30

朝食・歯磨き・義歯洗い
9:00

おむつ交換・排泄介助
10:00

　　　　　　　日　課　表

月 火 水 木 金 土

特別浴 特別浴 歩　浴 特別浴 特別浴 歩　浴

（男・女） （女・男） （男・女） （女・男） （男・女） （女・男） 自由時間

座　浴 座　浴

12:00
ラジオ体操 ラジオ体操 歌声クラブ ラジオ体操 ラジオ体操

昼　　　　　　食
13:00

自由時間
13:45

座　浴 座　浴 座　浴 座　浴

11:30
ト　　　　　　　イ　　　　　　　レ　　　　　　　誘　　　　　　　導

書道クラブ 華道クラブ リハビリクラブ 音楽クラブ 医師回診 シーツ交換

レクリェーション

（男・女）

口腔ケア 口腔ケア 口腔ケア 口腔ケア 口腔ケア 口腔ケア

（女・男） （男・女） （女・男） （女・男） （女・男）

おやつ・水分補給
16:00

トイレ誘導・自由時間
17:15

夕　　　　　　　食
18:00

歯磨き・義歯洗い・着替え
19:00

おむつ交換・水分補給
21:00

おむつ交換・排泄介助・自由時間

15:00
シーツ交換 シーツ交換 シーツ交換 シーツ交換 シーツ交換 シーツ交換

消　　　            灯
22:30

おむつ交換・排泄介助
23:30



お花見行楽 運営会議
４月 保育園交流会 夜間防火訓練 職員会議 血圧測定

平成２９年度　年間行事等計画
区分 行　　　　　事 防　災　訓　練 会　　　議 職員研修 健康管理

端午の節句 法人監査会
５月 ポチ＆タマクラブ動物慰問 非常招集訓練 法人理事会 医療職員研修 血圧測定

買物サービス 非常警報対応訓練 介護職員会議
喫茶サービス

運動会(レク) 法人評議員会
６月 保育園交流会 避難誘導訓練 運営・職員会議 感染予防研修 血圧測定

保育園交流会 （夜間緊急呼び出し） 運営・職員会議 （医療・口腔ケア） 体重測定
喫茶サービス 介護職員会議

七夕まつり 運営会議
７月 保育園交流会 夜間防火訓練 職員会議 血圧測定

買物サービス 介護職員会議 (食中毒)
喫茶サービス 優先入所検討会

盆踊り大会 法人理事会
８月 保育園交流会 夜間防火訓練 運営会議 身体拘束廃止 血圧測定

買物サービス 非常警報対応訓練 介護職員会議
喫茶サービス

市敬老会・光湖苑敬老会 運営会議
９月 ポチ＆タマクラブ動物慰問 総合防災訓練 職員会議 外部講師研修 血圧測定

買物サービス 職員会議 　研修 体重測定
喫茶サービス 介護職員会議

光湖苑まつり 運営会議
１０月 保育園交流会 初期消火訓練 職員会議 感染予防研修 血圧測定

保育園交流会 「防災の日」 介護職員会議 定期健康診断
買物サービス・喫茶サービス

焼き芋会、紅葉ドライブ 法人理事会 血圧測定
１１月 保育園交流会 総合防火訓練 運営会議 ターミナルケア 体重測定

買物サービス 夜間防火訓練 介護職員会議 (ノロ・インフル) 定期健康診断
喫茶サービス 優先入所検討会

運営会議
１２月 クリスマス会 防災委員会 職員会議 事故予防・処理 血圧測定

買物サービス 「福祉施設防災の日」 職員会議 　精神的ケア研修 予防接種(インフル)

喫茶サービス 介護職員会議

新年を祝う会 運営会議
１月 鏡開き(おしるこ) 夜間防火訓練 職員会議 苑内企画研修 血圧測定

喫茶サービス （検討会） 介護職員会議 　研修

節分（豆まき） 運営会議
２月 焼き芋会 夜間防火訓練 職員会議 倫理・法令等 血圧測定

喫茶サービス 非常警報対応訓練 介護職員会議

夜間防火訓練 運営会議 新任職員研修 血圧測定
ひな祭り（お茶会） 法人理事会

喫茶サービス 介護職員会議 　研修 体重測定
優先入所検討会

３月 家族会総会
喫茶サービス 職員会議 医療関係研修

介護職員会議



　　　　生活を営むことができるよう、必要な日常生活のお世話や機能訓練を行います。また、利用者の利用見
　　　　込みは、１日当たり平均利用人員を介護１５．０人、予防０．３人を予定する。

　　　　サービス内容とする。
　　　・　居宅介護支援事業者及び家族との連携をとり、適切な介護や対応を図っていく。

◎　対　象　者
　　　・　浜松市・湖西市・豊橋市等を主な実施地域とし要支援及び要介護状態にある方で、身体上及び精神上の障

　　　　害があるために家族の介護を要して日常生活を営んでいる方。ただし、入院加療を要する病態、伝染性疾患を

　　　　有する方は該当しない。

◎　費　　　用
　　介護報酬告示額　（１日あたり）
　　　要支援１　4,380円　　要支援２　5,390円　　要介護１　5,990円　　要介護２　6,660円    要介護３　7,340円
　　　要介護４　8,010円　　要介護５　8,660円

　　　・　特養入所者と区別することなく、介護、養護を十分行い利用者及び家族が安心して利用できるような

平成２９年度　光湖苑短期入所事業　　事業計画
（　事業開始及び完了年月日　　　　平成29年4月1日から平成30年3月31日　）

◎　入　所　定　員　　　　　　　　　２０名

◎　職員の状況　　　　　特養と兼務

◎　目　　　　標
　　　・　要介護者を介護している家族の身体的、精神的な負担を軽減し、利用者が能力に応じて自立した日常

　　・　利用者が可能な限り居宅において自立した日常生活を営むことができるよう援助する。また、利用人員は定員に

　　　対し、通常型稼働率７０％、認知症対応型稼働率７０％、通所型サービスＡ型稼働率１０％以上を予定する。

◎　職員の状況

区　　分 管理者 生活相談員兼介護職員 介護職員 看護職員兼機能訓練指導員 運転手

常　　勤 1 3 2 管理者兼1

　　　送迎加算（片道）1,840円　　看護体制加算Ⅰ・Ⅱ40円・80円　　夜勤配置加算Ⅰ・Ⅱ130円・180円
      サービス提供体制強化加算Ⅰ・Ⅱ180円・120円　　個別機能訓練加算560円　　医療連携強化加算580円
　　　長期利用者に対する短期入所生活介護　▲30０円
　　　(利用者負担額は、上記金額の１割又は２割)

平成２９年度　老人デイサービスセンター光湖苑　　事業計画
（　事業開始及び完了年月日　　　　平成29年4月1日から平成30年3月31日　）

◎　利　用　定　員　　　（通常規模型　予防みなしを含む）　　　　　　　　　１単位　２５名／日　　　２単位　２０名／日　　

　　　　　　　　　　　　　　（地域密着認知症対応型　予防を含む）　　　　　　３単位　１０名／日　　
　　　　　　　　　　　　　　（通所型サービスＡ型　　緩和型）　　　　　　　　　　４単位　１０名／日　　
◎　目　　　　標
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　　　いを深める。また、活動の様子を踏まえて体力の弱い方には無理をさせない。

　　・　認知症老人に対しては常時把握し、援助していく。

◎　基　本　方　針

　　・　在宅の虚弱老人等に対し、各種のサービスを提供することにより心身機能の維持向上等を図り、

　　　介護している家族の身体的、精神的な負担を軽減させる。

◎　生　活　指　導

　　・　家族との連携を大切にし、個々の抱えている問題の対処や認知症老人への対応などのアドバイス

　　　を行う。

◎　入　　　　浴

　　・　浴場での転倒などに注意し、怪我等をさせないようにする。

　　・　湿疹、ただれ、腫れ物等の異常がある場合は看護師の指示を受け、その後処置をとる。

◎　給　　　　食

◎　健康チェック　

　　・　看護師による体温・血圧測定等により、体調を把握していく。

　　・　養護との関連を大切にし、虚弱老人に対しては常時意識していく。

◎　送　　　　迎

　　・　利用者が乗り降りする際は、必ず職員が付き添い、怪我や転倒に注意し、事故防止に努める。

　　　なお、往来の激しい場所では安全な場所まで誘導する。

◎　利　用　日

　　・　1単位　　　（月曜日～土曜日）　　10時15分～15時30分（５時間１５分）

　　・　２・３単位　（月曜日～金曜日）　　10時15分～15時30分（５時間１５分）

　　・　４単位　　　（月曜日～土曜日）　　10時15分～14時15分（４時間００分）

◎　費　　　用

　　・　食事前に手洗いを励行させる。

　　・　利用者と職員がふれあい、楽しい雰囲気の中で食事ができるように配慮する。

◎　日常動作訓練

　　・　日常生活の実践のなかで維持、確立をするとともに、個人の必要度において適度な介助を心がけ

　　　自立に結びつくようにする。

◎　養　　　　護

　　・　レクリェーション、手工芸、行楽などの様々な体験を通じて生きがいを見出させ、利用者間のふれあ

　　・１・２単位　介護報酬告示額（１日あたり）（５時間以上７時間未満）

　　　要支援（みなし）１　１６,４７０円　　要支援（みなし）２　３３,７７０円

　　　要介護１　５,７２０円　要介護２　６,７６０円　要介護３　７,８００円　要介護４　８,８４０円　要介護５　９,８８０円　

　　・３単位　介護報酬告示額（１日あたり）（５時間以上７時間未満）

　　　要支援１　６,７３０円　　要支援２　７,５１０円

　　　要介護１　７,７８０円　要介護２　８,６１０円　要介護３　９,４４０円　要介護４　１０,２６０円　要介護５　１１,０９０円　

　　　入浴介助加算　500円　　個別機能訓練加算（Ⅱ）　460・560円　　サービス提供強化体制加算Ⅰ・Ⅱ　120・180円

　　　生活機能向上グループ活動加算（要支援1・2のみ）月額１,０００円　認知症加算　600円　中重度ケア体制加算450円

　　・４単位　湖西市設定単価告示額(１日あたり)(４時間以上)

　　　緩和型単価　　　３,２８０円　

　　　利用者負担額は、上記金額の１割又は２割



日　　　　　　　課 職　　員　　の　　動　　き

8:15 利用者迎え 掃除・入浴準備等
(運転手・介護職・相談員・看護師) 活動準備(冷暖房・お絞り・お茶準備)

活動（レクリェーション）等の介助
（体操、機能訓練、ゲーム、手工芸等）

日課及び職員の動き（１・２・３単位）
時　　間

15:30 帰　宅 利用者の送り　　ホール等の清掃

12:00 昼　　食　　　休　　憩 昼食配膳、昼食介助、お茶出し、トイレ介助
職員交替で食事

13:00 活動（レクリェーション）

10:30 入　浴　開　始 入　浴　介　助　　　　　入浴しない人と活動
入浴できない方は(手工芸・ゲーム・テレビ・会話) 風呂場清掃、洗　濯

15:00 おやつ　　お　茶 おやつ、お茶出し
次回の連絡他 手帳への連絡事項記入

10:15 利用者苑到着 利用者の迎え
健康チェック(血圧・体温測定)　　お茶 お絞り、お茶出し　　　昼食数確認

10:15 利用者苑到着 利用者の迎え
健康チェック(血圧・体温測定)　　お茶 お絞り、お茶出し　　　昼食数確認

(運転手・寮母・相談員・看護師) 活動準備(冷暖房・お絞り・お茶準備)

17:15 今日の反省、明日の準備、戸締り帰宅

日課及び職員の動き（４単位）
時　　間 日　　　　　　　課 職　　員　　の　　動　　き

12:45 活動（レクリェーション） 活動（レクリェーション）等の介助
（体操、機能訓練、ゲーム、手工芸等）

8:15 利用者迎え 掃除・入浴準備等

次回の連絡他 手帳への連絡事項記入
14:15 帰　宅 利用者の送り　　ホール等の清掃

12:00 昼　　食　　　休　　憩 昼食配膳、お茶出し、見守り
職員交替で食事

　　　その計画に基づいてサービスの提供が確保されるよう、事業者との連絡調整、介護保険施設への
　　　紹介その他の便宜の提供を行うものとする。

10:30 入浴開始（希望者） 入　浴　介　助　　　　　入浴しない人と活動
入浴しない方は、(手工芸・ゲーム・各種リハビリ等) 風呂場清掃、洗　濯

14:00 おやつ　　お　茶 おやつ、お茶出し

17:15 今日の反省、明日の準備、戸締り帰宅

平成２９年度　光湖苑在宅介護支援センター　　事業計画
（居宅介護支援事業）

（　事業開始及び完了年月日　　　　平成29年4月1日から平成30年3月31日　）
◎　職員の状況
　　　　　　　　　　主任介護支援専門員資格者　　２名　　　　介護支援専門員資格者　　２名　　　　

◎　事業の目的
　　・　関係法令のもと、居宅介護支援事業へ介護支援専門員（ケアマネジャー）４名を配置し、要介護状
　　態にある高齢者の介護計画を作成することで、利用者に対し、適切な居宅サービスを提供することを目的

◎　事　業　内　容
　　①　介護認定の代行申請業務
　　②　訪問調査
　　③　介護計画（ケアプラン）の作成
　　④　介護用品・介護機器の紹介及び使用方法並びに住宅改造に関する相談・助言
　　⑤　保健・福祉サービスの円滑な適用に資するため、介護者等のニーズの評価、処遇の在り方につ　
　　　いての資料作成
　　⑥　サービス事業者との連絡調整、介護保険施設の紹介

　　とします。
　　　（居宅サービス計画の作成は、月に介護給付約１３５件程度を予定する。）

◎　運　営　方　針
　　・　在宅介護に不安を抱える介護者の身体的、精神的苦労を軽減するとともに、ノーマラゼイションの
　　　理念に基づき、老人が住みなれた自宅で安心して暮らせるよう相談に応じる。なお、相談は２４時間
　　　対応とし、介護者のニーズに答えながら、介護者や地域から信頼される在宅介護支援センターを目
　　　指して運営していく。また、指定居宅介護支援事業については、要介護者が保健、医療、福祉サー
　　　ビスを適切に利用できるよう、要介護者等の依頼を受けて介護サービス計画を作成するとともに、



日　課　表
時　　　　間 業　　　務　　　内　　　容

書類整理・記録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全　員
17:30 退　　勤

１３：３０～１７：３０ 在宅訪問・予約面談・相談業務　　　　　　　（介護支援専門員が交互に行う。)
ケアプランの作成業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

８：３０～１２：３０ 出　　勤　　　ミーティング
在宅訪問・予約面談・相談業務　　　　　　　（介護支援専門員が交互に行う。)
ケアプランの作成業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

　　①　地域に総合的、重層的な「地域包括支援ネットワーク」を構築する。
　　②　高齢者の相談を総合的に受け止め、訪問等により実態把握の上必要なサービスにつなげる。又、虐待の防止

関係機関との連絡調整　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

１２：３０～１３：３０ 昼食・休憩

関係機関との連絡調整　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

１７：３０～翌日８：３０ 夜間は特養宿直・夜勤者で対応するが緊急性があるものは、呼び出し等で対応する。

平成２９年度　湖西市地域包括支援センター光湖苑　　事業計画
（　事業開始及び完了年月日　　　　平成29年4月1日から平成30年3月31日　）

◎　職員の状況
　　　　　　主任介護支援専門員資格者１名　　　社会福祉士資格者１名（管理者）　　　　保健師又は看護師１名　　　　
　　　　　　介護支援専門員(非常勤)１名
◎　事業の目的
　　　・湖西市の委託事業として受託し、湖西市南西部地域の地域包括支援業務をセンターの専門職で適切な地域
　　　包括ケアを実現することを目的とする。
　　　（介護予防サービス計画等の作成は、月に予防給付１００件程度を予定する。）

　　③　高齢者に対し包括的かつ継続的なサービスが提供されるよう、地域の多様な社会資源を活用したケアマネジ
　　　メント体制の構築を支援する。
　　④　介護予防事業、新たな予防給付が効果的かつ効率的に提供されるよう適切なマネジメントを行う。
◎　秘密保持・苦情対応
　　　・業務上知り得た高齢者及びその家族に関する個人情報並びに秘密事項については、高齢者又は、第三者の身

　　　体に危険がある場合等は、ご家族等の同意を得て開示することがある。
　　　・提供した介護予防支援サービスに関する高齢者等からの苦情に対し、迅速かつ適切に対応するため相談窓口
　　　を設置し、事実確認の調査、改善措置など適切な措置をとり、それを記録する。

日　課　表（月曜日～金曜日）
時　　　　間 業　　　務　　　内　　　容

　　　等高齢者の権利擁護に努める。

◎　運　営　方　針
　　　・センターの専門職が高齢者の住み慣れた地域で、尊厳あるその人らしい生活が継続できるよう利用者の立場
　　　にたって支援を行う。
　　　・事業の実現にあたっては、できる限り要介護状態にならないよう「介護予防サービス」を適切に確保できるよう
　　　その調整に努める。
　　　・事業の実施にあたっては、要介護状態になっても高齢者のニーズや状態の変化に応じて必要なサービスを
　　　切れ目なく提供される「包括的かつ継続的なサービス体制」を確立するよう努める。

◎　センターの機能

１３：３０～１７：３０ 在宅訪問・予約面談・相談業務　　　　　　　　　　　　（三職種全員及び専門員）
予防ケアプランの作成業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

１７：３０～翌日８：３０ 休日・夜間等緊急性があるものは、待機携帯電話等で対応する。

関係機関との連絡調整　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃
書類整理・記録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

17:30 退　　勤

８：３０～１２：３０ 出　　勤　　　ミーティング
在宅訪問・予約面談・相談業務　　　　　　　　　　　　（三職種全員及び専門員）　
予防ケアプランの作成業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　
関係機関との連絡調整　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

１２：３０～１３：３０ 昼食・休憩



　支援する。また、種々のイベントへの参加を行うなどして販路の拡大に努める。

⑶作業支援・就労支援

　①受注作業

　　利用者の作業能力や適性、希望を考慮しながら、周辺地域の企業から製品加工等の簡易な作業を安定的に受注する

　この中で、利用者個々の能力開発と生産性向上を考慮するととともに企業からの支持や納期を守り、責任ある質の高い

　③施設外就労

　　提携企業に赴き、請け負った作業を企業内で遂行していく中で作業能力を高めるとともに、一般就労に向けて必要と

　なるコミュニケーション力などを身に付けていけるよう支援する。

　④農作業

　　四季に応じた農作物を作ることで、作物が育つ過程を自らの体験を通して学び、栽培の喜びを感じることができるよう

　①本人面談

　　利用開始時資料、個別支援報告書を参考に随時話し合う機会を設け、利用者との信頼関係を築き、個別支援計画の

　作成と実施状況の検証に役立てる。

　②家族面談

　　年度初めと中間期に個別支援の状況報告を行うほか、必要に応じて随時実施する。

者本人の障害に対する理解を深めながら、生活域の拡大や生活の涵養、円滑な人間関係の構築のための必要な支援

も継続的に行っていく。

　作業が行えるよう支援する。

　②喫茶（製パン）作業

　　喫茶・製パン作業を通し、接客マナーや製造技術の習得を図れるよう支援する。また、店舗販売に限らず、外注販売、

　イベント販売などによる販路の拡大や宣伝活動にも努める。

　②個別支援計画の実施状況の検証を年度の中間期と年度末に実施する。

　③ケースの状況を継続的に把握し、個別支援計画の実施状況検証を円滑に行うため、利用者担当職員を設ける。

⑵個人面談の実施

　利用者個々の能力や適性を見極めながら、適切な作業機会の保障をはじめ、必要な作業支援・就労支援を行うことによ

り、働く喜びや生きがい、社会参加、社会的自立といった利用者の自己実現につなげる。利用者ニーズに応じ、職場実習

や就労前訓練など一般就労（社会的自立）に向けた支援、当施設での安定した作業への従事（福祉的就労）のための支

援、継続した作業に馴染めない利用者への援助（作業前支援）等を行う。

⑵日常生活支援方針

　当施設での生活全般を通じて利用者個々の生活情報を把握し、過剰介護とならないことに留意して、日常ほ生活動作

の維持、開発のために必要な支援を行い、主体的・自立的に各々の日常生活を過ごしていくことにつなげる。また、利用

３．支援計画

　利用者個々が持っている能力を最大限に引き出し、未来のビジョンを持った継続的で地道な働きかけを行い、さらに可能

な限り自己選択の機会を増やし、個々の利用者が自主的・主体的に関わっていけるように支援していく。

⑴個別支援計画の作成・実施

　①作成にあたって、利用者本人、家族との話し合いを持つ。

1．目的

施する。また、ノーマライゼーションの実現のために、利用者個々のニーズに応じた適正な援助を行い、日常的関係諸機関

・団体との連携や地域の社会資源の活用や開発、地域住民とのふれあいの場の拡充を図る。

⑴作業支援方針

平成２９年度　ひまわり授産所事業（支援）計画

　障害者総合支援法に基づき、知的、身体、及び精神に障害を抱え、一般企業において雇用されることが困難な方たちに

対し就労の場を提供し、個々の能力や特性を生かした作業訓練を通して、働く姿勢、知識そして技能等の習得を目標とし、

社会参加や企業への就労を支援していくことを目的としている。

２．支援方針

　利用者が地域で生活しながら心身ともに健康で生き生きと毎日通所できる活動の場を提供する。そのためには、利用者

一人ひとりの特性、能力、生活歴等を充分に理解したうえで、生活年齢、障害の特性、本人の意思等を尊重した支援を実



休業日

作業・清掃 作業・清掃 作業・清掃 作業・清掃 作業・清掃 作業・清掃

午前

午後

作業 作業 作業 作業

13：00～ 作業

15:30

作業 作業

9:20 体操・朝礼

9：30～ 作業

12：00～13：00 昼食・休憩

⑴日課

時　　　　間 内　　　　容

8:00 始業

8：10～9：15 利用者出勤（送迎）・着替え・職員朝の打合せ

日月 火 水 木 金 土

作業終了・片付け・清掃

16:00 利用者帰宅（送迎）

17:00 就業

⑵週間

　①ＡＤＬ全般

　　行動の不自由さの軽減や身体の機能維持に必要な訓練を行う。また、健康、体力の維持のために各利用者に合わせ

　たウォーキングなどの運動を継続的に行う。

　②排せつ

　　休憩時間での排せつを習慣化するように促し、自己コントロールが困難な場合には、個人のペースを尊重して排せつ

　⑤就労支援

　　市町や職業安定所等と連携を図り、利用者の能力、適性を考慮し、具体的、長期的視野にたった就労支援を行う。こ

　のため、一般就労を目的とした職業実習、職場見学、オリエンテーションなどを行って支援の拡大を図る。

　⑥作業日及び作業時間

４．日課・週間・月間予定

　指導を行う。

　③着脱

　　作業・訓練前には必要に応じて着替えを行い、日常的に清潔な服装を心掛ける。

　④食事

　　楽しい雰囲気を心掛け、ゆったりと食事をとるようにして、必要に応じて声掛けや援助を行う。

　⑤歯磨き

　　昼食後の歯磨き習慣を大切にし、必要に応じてブラッシング指導を行う。

　⑥所有物の管理

　　余暇の充実、生活域の拡大、社会的習慣の取得等を目的とした所外の活動（外出）を、また、利用者の親睦と体験の

　拡大を深めるためのレクリエーション活動を実施する。

⑹適切な対人関係と社会性の涵養

　　諸活動を通して公共の場での行動が適切に行えるよう、また、利用者同士、利用者と職員、訪問客と挨拶をかわすこ

　との習慣や円滑なコミュニケーションを図ることを支援する。

　　衣類、カバン等は更衣室の個人用ロッカーを使用する。

⑸所外活動

　　所定の工賃支払要領に基づき、６ケ月おきに作業評価を実施し、これに基づき毎月の工賃を支給する。原則的には、

　時給単価を設定して、作業時間に応じて支給する。さらに作業に従事する姿勢や生産性等を考慮して賞与を年3回支給

　する。

⑷生活援助

　　・作業日　　　毎週月曜日から土曜日まで

　　・休業日　　　日曜日、年末年始及び施設長が特に定める日

　　・作業時間　　9：00～16：00（12：00～13：00は昼休憩）

　⑦工賃支給（作業評価）



　愛され、障害者が笑顔でいきいきと働ける福祉の店作りに努める。

　指導や立会いを適時受ける。

⑵地域自治会（自主防災会）と協調し、必要に応じて総合訓練に参加するとともに、防災用備蓄品の適正な管理を行う。

⑶施設内の各部屋に火元責任者を置き、担当者を明示して防災に努める。

⑷消防署による防災講演会等を通して利用者や職員の防災意識の高揚を図る。

⑸地震を想定し、広域避難場所への避難誘導訓練を実施する。

７月 健康診断 １月 冬季休業・新年会

⑹自衛消防隊組織を編成する。

９．新規事業計画

　　今年度より新規就労支援事業として、ＪＲ新所原駅前にて、ベーカリー＆カフェの店「ｃａｆｅひまわり」を運営し、地域に

保護者会 １１月 スポーツ祭

６月 工場、施設見学 １２月 クリスマス会・冬季休業

８月 夏季休業・納涼バーベキュー会 ２月 節分

９月 総合防災訓練・ふれあい広場 ３月

５月

４月 始業式・お花見ウオーク １０月 社会体験旅行・光湖苑まつり

⑶月間予定・年間予定
月 行事名 月 行事名

　　　　・ケース会議（毎月１回）　　個別支援計画の検証、課題のあるケースの検討

　　　　・作業会議（毎月１回）　　作業収益額の報告及び作業内容、企業からの受注動向等の検証

　　　　・防災会議（随時）　　　　　防災訓練、避難訓練の実施検討、緊急時対応等の検討

　　　　・新年会　　　　　　　　　　　新年を祝うとともに、1年の目標を掲げ、決意を新たにする。

６．会議

　　当所の運営並びに処遇についての方針を検討・決定するために実施する。

　　　　・職員会議（毎月１回）　　　法人からの伝達事項や施設運営に関する職員の意見聴取と検討を行う。また、各係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当からの伝達事項や研修報告を行う。

８．防災計画

⑴火災・地震等の災害に備え、毎月１回の避難訓練・通報訓練等を実施する。また、訓練の実施にあたっては消防署の

５．行事

　　季節折々の行事を行うことで社会体験を深め、相互親睦を図る。また、地域との交流を深めることで施設や障害者を

　理解し、施設の社会化を図る。また、ボランティアの協力を積極的に導入する。

　　　　・レクリエーション　　　　　　利用者の余暇の充実と相互親睦を図る。

　　　　・各種バザー参加　　　　　地域の各種バザーに参加しＰＲ活動を推進する。

　　　　・親睦旅行　　　　　　　　　　利用者、保護者、職員との相互親睦を図り、社会性を養う。

　　　　・クリスマス会　　　　　　　　１年の労をねぎらい相互親睦を図る。

　　　　・健康の自己管理ができるよう規則正しい生活習慣の形成を援助する。

　　　　・手洗い、うがいの励行を援助する。

　　　　・慢性疾患、特定疾患の場合の注意事項を周知する。

　　　　・利用者の内服薬の管理及び常備薬の取り扱いについて万全を期する。

⑶事故防止

　　施設の環境整備と危険箇所の確認と修繕を行い、身体の安全確保に努める。

７．保健計画

　　利用者の心身の健康状況を把握するため、常に顔色、表情、行動を観察し、異常が認められる場合には、本人又は

　家族に確認したうえで嘱託医（又はかかりつけ医師）の指示を仰ぎ、通院、静養、帰宅等の措置をとる。

⑴定期健診

　　　　・健康診断：　（年2回）血液検査、血圧検査、検尿、胸部レントゲン、心電図検査等

⑵健康管理
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